
検出下限値：

0.02 μg/L

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

昭和60年度化学物質分析法開発調査報告書

4-ｱﾐﾉﾌｪﾉｰﾙ

【水質】[1]

水質試料
500mL

液液抽出

無水酢酸 炭酸水素ﾅﾄﾘｳﾑ ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ

脱水 濃縮
ｼﾘｶｹﾞﾙ

ｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ
脱水

誘導体化 ECD-GC



平成12年度要調査項目等調査マニュアル

【水質】[2] 検出下限値：

0.23 μg/L1-ｱﾘﾙｵｷｼ

-2,3-ｴﾎﾟｷｼﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

水質試料
1000mL

SPME抽出
(1時間)

塩析剤、ｻﾛｹﾞｰﾄ添加

GC/MS測定



ｼﾞﾌﾟﾛﾋﾟﾙｴｰﾃﾙ

【底質】

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

【水質】[3] 検出下限値：

0.0045 μg/Lｵｸﾀｸﾛﾛ

昭和58年度化学物質分析法開発調査報告書

検出下限値：

2.6 ng/g-wet

昭和58年度化学物質分析法開発調査報告書

水質試料
1000mL

脱水

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑ
ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

ﾍｷｻﾝ抽出 濃縮

濃縮 発煙硫酸処理

底質試料

10g

脱水

発煙硫酸処理

濃縮 濃縮

ECD-GC

ｱｾﾄﾝ抽出 ﾍｷｻﾝ転溶

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑ
ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

ECD-GC



平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

【水質】[4-1] 検出下限値：

0.009 μg/Lcis-1,3-

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

【大気】

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

[5]

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

[4-1]

cis-1,3-

[4-2]

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

[4-2]

trans-1,3-

ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ

検出下限値：

25 ng/m3

trans-1,3-

検出下限値：

9 ng/m3

1,3-ﾌﾞﾛﾓﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

検出下限値：

検出下限値：

0.008 μg/L

10 ng/m3

水質試料
500mL

SS分：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
5mLで溶出(A液)

ろ過

AC-2とDRYを連結
A液で溶出、脱水

GC/MS-SIM

大気試料 Canister捕集 加圧・希釈

ろ液：AC-2に通水

濃縮
1mL

Canister(6L)
24時間採取
流量3.0mL/min

濃縮・導入 GC/MS-SIM

Canister
試料分析ｼｽﾃﾑ



平成10年度外因性内分泌撹乱化学物質調査暫定マニュアル

ｼﾞｺﾎﾙ

【底質】[6] 検出下限値：

1.2 ng/g-dry

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

底質試料
20g

湿重量 ｻﾛｹﾞｰﾄ物質添加
(10～100ng)

ｱｾﾄﾝ 50mL 10min

脱水

振とう抽出

10min

超音波抽出 遠心分離

3000rpm
10min

繰り返し
3回

分液ﾛｰﾄ

5%NaCl
500mL

ﾍｷｻﾝ 50mL 5min

振とう抽出

繰り返し
2回

ﾍｷｻﾝ層回収

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

濃縮

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
5mL

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

GC/MS-SIM



初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

0.4 ng/g-dry

昭和57年度化学物質分析法開発調査報告書

ｼﾞﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

【底質】[7-1]

[7-2]

ﾄﾘﾌｪﾆﾙﾒﾀﾝ

検出下限値：

0.4 ng/g-dry

検出下限値：

底質試料
50g

溶媒抽出

ｱﾙﾐﾅｶﾗﾑ

ｱﾙｶﾘ分解

GC/MS-SIM



ｶﾗﾑ長:15cm

ｶﾗﾑ内径:4.6mm

流速:0.5mL/min

平成11年度化学物質分析法開発調査報告書

ｼﾞﾝｸﾋﾟﾘﾁｵﾝ

【水質】[8]

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

LC/MS(SIM)

ｶﾗﾑ:C4

検出下限値：

0.02 μg/L
環境水
1000mL

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ1mL

振とう抽出
2回

LC/MS
(ESI,positive mode)

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ100mL 無水炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ

脱水
濃縮

(乾固直前)

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
浴温30℃

再溶解

超音波
浴温30℃

注入量:20μL



ﾊﾟﾗﾌｨﾝ(C10～C13)

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

検出下限値(底質)：【底質・水生生物】

0.023 μg/L

0.0086 μg/L

0.0090 μg/L短鎖塩素化

【水質】[9] 検出下限値：

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

0.77 ng/g-dry

検出下限値(生物)：

0.53 ng/g-wet

1.5 ng/g-wet

0.20 ng/g-wet

0.56 ng/g-wet

0.0055 μg/L

3.0 ng/g-dry

0.34 ng/g-dry

0.92 ng/g-dry

試料
1000mL

NaCl50g

脱水・濃縮

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
100m,50Lで抽出

1st:2%ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ10mL
2nd:30%ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ10mL(CPs)

液液抽出

固相ｱﾙﾐﾅ
(2g)

濃縮乾固 LC/MS

0.5mL
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

APCI-Negative

試料
20g

抽出 濃縮

ｱｾﾄﾝ50mL
2回

20mL

液液抽出

5%NaCl50mLに希釈後、
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ50,25mLで抽出

脱水 濃縮乾固 ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/ﾍｷｻﾝ分配

ﾍｷｻﾝ10mL
ﾍｷｻﾝ飽和ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ50mL

2回

濃縮乾固 硫酸洗浄 濃縮

(ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ相)
ﾍｷｻﾝ100mL

固相ｱﾙﾐﾅ
(2g)

1st:2%ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ10mL
2nd:30%ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ10mL(CPs)

GPC
ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

CLNpak PAE-2000
(溶離液:5%ｼｸﾛﾍｷｻﾅｾﾄﾝ)
(CPs:12.75-14.5min)

濃縮

0.5mL
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ

LC/MS



[11]

2,4,6-ﾄﾘﾌﾞﾛﾓﾌｪﾉｰﾙ

平成14年度化学物質分析法開発調査報告書

0.02 ng/m3
検出下限値：

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

検出下限値：

0.03 ng/m3ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA

【大気】[10]

大気試料

10L/min 24時間
固相抽出ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

窒素吹き付け
1.0mL

捕集 抽出

ｱｾﾄﾝ5mL
内標準添加

濃縮

LC/MS-SIM

APCI



【大気】[12]

TCT法の条件

予備冷却:3min

平成2年度化学物質分析法開発調査報告書

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

検出下限値：

0.4 ng/m32-ﾋﾞﾆﾙﾋﾟﾘｼﾞﾝ

脱着時間:5min

脱着温度:250℃

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ時間:

2min

CP-SIL5CB

df=1.5μm

ﾄﾗｯﾌﾟ温度:-130℃

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ温度:

250℃

ｷｬﾋﾟﾗﾘｰﾄﾗｯﾌﾟ:

0.53mmID

大気試料
30L

Carbotrap
0.5L/min

捕集 GC/MS(MF)

TCT法により導入



0.22 ng/g-dry

濁物質が少ない場合

部の操作は、汚

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ

部の操作は、汚

濁物質が少ない場合

には省略できる。

部の操作は、汚

には省略できる。

【水質】[13]

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

【底質】

検出下限値：

0.003 μg/L

濁物質が少ない場合

には省略できる。

検出下限値：

試料
1000mL

脱水・濃縮

NaCl 50g
CH2Cl2 100,50mL

溶媒抽出

ろ過 濃縮
ｼﾘｶｹﾞﾙ
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

濃縮 GC/MS-SIM

1g:ﾍｷｻﾝ 5mL
1st:10%ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ 5mL
2nd:20%ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ10mL

内標準･PEG添加

試料
20g

50mL
2回

ｱｾﾄﾝ抽出

希釈

濃縮

20mL

5%ﾒﾀﾉｰﾙ/ﾍｷｻﾝ分配

MeOH 100mL/Hex 20mL
→5%MeOH 30mL

5%NaCl水
500mL

溶媒抽出

CH2Cl2 60,30mL

脱水・濃縮 EnviCarb 濃縮

ﾍｷｻﾝ 3mL
20%ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ 6mL

GPC
ｶﾗﾑ

GPC
ｶﾗﾑ

14-16min
分取

濃縮
ｼﾘｶｹﾞﾙ
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

GC/MS-SIM濃縮

1g
20%ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ 10mL

内標準添加



[14]

 N,N'-ｼﾞｷｼﾘﾙ

-p-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

 N,N'-ｼﾞﾌｪﾆﾙ

-p-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

 N,N'-ｼﾞﾄﾘﾙ

-p-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ

0.001 ng/m3

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

検出下限値：

0.006 μg/Lp-ﾌｪﾆﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ類

【水質】（固相抽出法）

平成14年度化学物質分析法開発調査報告書

検出下限値：

検出下限値：

【大気】

0.001 ng/m3

検出下限値：

検出下限値：

検出下限値：

0.009 μg/L

0.020 μg/L

0.0006 ng/m3

試料
500mL

200mL/min

固相抽出

濃縮 GC/MS-SIM

捕集

ろ過

抽出

0.4μm APCI-positive

溶出 脱水

内標準添加

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 5mL Na2SO4

TPCH-d5 0.1μg

10L/min 24hrs
石英繊維ろ紙

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 5mL
超音波 10min
35℃ 48hrs

濃縮

N2吹き付け

転溶

ﾒﾀﾉｰﾙ 1mL

LC/MS/MS-MRM



平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ

【水質】[15]

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

検出下限値：

0.0092 μg/L

部は、必要によ

りｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟを実施。

水質試料
1000mL

溶媒抽出

NaCl 30g ﾍｷｻﾝ 50mL
2回

脱水・濃縮

無水Na2SO4

ｼﾘｶｹﾞﾙ
ｶｰﾄﾘｯｼﾞ

ﾍｷｻﾝ 10mL洗浄
5%ｱｾﾄﾝ/ﾍｷｻﾝ 10mL溶出

定容

ﾍｷｻﾝ 1mL

内標準添加

HCB-13C 20ng

GC/MS-SIM



検出下限値：

7.1 ng/g-wet

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

1,2,5,6,9,10-

【水生生物】[16]

ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓｼｸﾛﾄﾞﾃﾞｶﾝ
生物試料
10g

ﾎﾓｼﾞﾅｲｽﾞ抽出

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ20mL 3回
遠心分離(3000rpm)

50mL溶出

水洗

脱水・濃縮
ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ/ﾍｷｻﾝ分配

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ飽和ﾍｷｻﾝ 10mL
ﾍｷｻﾝ飽和ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 50mL

濃縮 溶媒転溶 硫酸洗浄

5%NaCl水溶液 500mL
ﾍｷｻﾝ 100,50mL

精製水
50mL

濃硫酸
5%NaCl水溶液

濃縮

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶｰﾄﾘｯｼﾞｶﾗﾑ(5g)
洗浄:ﾍｷｻﾝ 50ml

溶出:5%ｴｰﾃﾙ-ﾍｷｻﾝ 60mL

1mL

1mL

ｼﾘｶｶﾗﾑ
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

ｼﾘｶｶｰﾄﾘｯｼﾞｶﾗﾑ(690mg)
洗浄:ﾍｷｻﾝ 15ml

溶出:10%ｴｰﾃﾙ-ﾍｷｻﾝ 15mL

GC/MS

内標準添加



#169

測定物質の

IUPAC番号

#153

#156

平成14年度化学物質分析法開発調査報告書

ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓﾋﾞﾌｪﾆﾙ

【大気】[17] 検出下限値：

0.00025 ng/m3

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

大気捕集

300m3
ASE抽出 脱水 濃縮

ﾐﾄﾞﾙﾎﾞﾘｭｰﾑ
ｴｱｻﾝﾌﾟﾗｰ
連続1週間

活性炭繊維ろ紙
→ﾄﾙｴﾝ溶媒

Na2SO4

HR-GC/MS



初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

平成13年度要調査項目等調査マニュアル

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

【底質】[18] 検出下限値：

13 ng/g-dry

底質試料
20g

振とう

ｱｾﾄﾝ 50mL 10min

遠心分離

3000rpm
10min

繰り返し

ｱｾﾄﾝ抽出液

5%NaCl水溶液 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 100mL

振とう抽出

2回

脱水 濃縮

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ 1mL

ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ
又はｼﾘｶｹﾞﾙｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

非孔性ｸﾞﾗﾌｧｲﾄｶｰﾎﾞﾝｶﾗﾑ
ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

Envi-Carb(250mg/9mL)
<溶出液の着色成分の除去に使用>

濃縮

1mL

定容

0.5mL
又は1.0mL

測定用内標準混合溶液(各20mg/L)
naphthalene-d8
phenanthrene-d10
fluoranthene-d10

GC/MS

湿重量



初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

検出下限値：

1 ng/g-wet

平成13年度要調査項目等調査マニュアル

[18] 【水生生物】

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

生物試料
20g

ﾎﾓｼﾞﾅｲｽﾞ

ﾒﾀﾉｰﾙ 50mL 10min

遠心分離

3000rpm
10min

繰り返し

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液

5%NaCl水溶液

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 100mL

振とう抽出

2回

脱水水洗

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

濃縮

1mL

定容

0.5mL
又は1.0mL

測定用内標準混合溶液(各20mg/L)
naphthalene-d8
phenanthrene-d10
fluoranthene-d10

GC/MS

湿重量

ﾒﾀﾉｰﾙ/ﾍｷｻﾝ分配

50mL
2回

2回



初期環境調査対象物質

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

検出下限値：

0.3 ng/m3

平成2年度化学物質分析法開発調査報告書

[18] 【大気】

ﾍﾟﾝﾀｸﾛﾛﾆﾄﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
大気捕集

1m3

SEP-PAK
C18ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
0.7L/min
24hrs

濃縮
0.1mL

N2吹き付け

溶出

ﾍｷｻﾝ 5mL

内標準添加

HCB-13C 10ng

GC/MS-SIM



平成11年度要調査項目等調査マニュアル

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

【水生生物】[19] 検出下限値：

200 ng/g-wet

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

生物試料
10g

水抽出

懸濁物をろ過50mL 2回

固相抽出

抽出液又はろ液

PFBOA添加 硫酸添加 NaCl添加 生物試料では
懸濁物をろ過

ﾍｷｻﾝ抽出

脱水

内標準添加 無水Na2SO4

GC/MS-SIM



検出下限値：

0.06 pg/m3

平成14年度化学物質分析法開発調査報告書

ﾎﾟﾘﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

【大気】[20]

ﾓﾉﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

ｼﾞﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

ﾄﾘﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

ﾍｷｻﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

ﾍﾌﾟﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

0.06 pg/m3

0.10 pg/m3

0.07 pg/m3

0.08 pg/m3

0.06 pg/m3

0.18 pg/m3

0.14 pg/m3

大気捕集

1000m3

ﾊｲﾎﾞﾘｭｰﾑ
ｴｱｻﾝﾌﾟﾗｰ

ﾍｷｻﾝ転溶
石英繊維ろ紙
(QMF)

ｿｯｸｽﾚｰ抽出
ｱｾﾄﾝ、24hrs

硫酸洗浄 ｶﾗﾑｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

GC/MS-SIM

ﾍｷｻﾝ転溶
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
(PUF)

硫酸洗浄 ｶﾗﾑｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ

GC/MS-SIM

ｿｯｸｽﾚｰ抽出
ｱｾﾄﾝ、24hrs



初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

0.035 ng/g-dry

平成15年度化学物質分析法開発調査報告書

ﾍﾟﾝﾀﾌﾞﾛﾓｼﾞﾌｪﾆﾙｴ-ﾃﾙ

【底質】[21] 検出下限値：

底質試料
20g

ｱｾﾄﾝ 50mL
2回

ｻﾛｹﾞｰﾄ添加

抽出 濃縮

EtOH 40mL添加後
25mLまで濃縮

室温
ｱﾙｶﾘ分解

1N KOH/EtOH 25mL
室温1hr

抽出・脱水

水 40mL添加後
ﾍｷｻﾝ 50mL 2回

硫酸洗浄 水洗・脱水・濃縮

5%NaCl 30,20mL

GPCｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ

CLNpak PAE-2000
(溶離液:5%ｼｸﾛﾍｷｻﾝｱｾﾄﾝ)

15-18min 分取

固相ｼﾘｶｹﾞﾙ

ﾍｷｻﾝ 5mL

濃縮・定容

GC/HRMS

内標準添加



初期環境調査対象物質の分析法概要

物 質 名 分析法フローチャート 備　　考

平成12年度要調査項目等調査マニュアル

【水質】[22] 検出下限値：

1.9 μg/L2-ﾒﾄｷｼｴﾀﾉｰﾙ
水質試料
1000mL

GC/MS測定

水質試料
1000mL

SPME抽出
(1時間)

塩析剤、ｻﾛｹﾞｰﾄ添加

GC/MS測定


